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一般会計補正予算（第10号）を可決
●ICT導入モデル事業費補助金
・�障害福祉サービス事業所等における業務
効率化及び職員の業務負担軽減を推進す
るため、障害福祉サービス事業所等が
ICTを導入する際の経費の一部を補助す
るもの。

�1月臨時会の議決結果

令和８年２月定例会を次のとおり開催しました。

2月18日

本会議
　委員長報告(各特別委員会)
　常任・議会運営委員の選任
　市長の施政方針説明
　議案上程(委員会付託)

2月24日～ 27日 本会議　市政一般質問等
3月2～ 6日
3月9～ 10日 常任委員会

3月12日
本会議　
　追加議案上程、委員長報告、特別委員の
　選任等

１月８日に開催した臨時会では、物価高騰対策などを計上した補正予算及び議員提出議案を可決しました。

補正予算の
詳細はこちら▶

議決の詳細はホームページでご覧になれます▶︎

補正予算の詳細はこちら▶
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１号
令和７年度長崎市一般会計補正
予算（第７号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 欠 〇 〇 × 〇

２号
令和７年度長崎市観光施設事業
特別会計補正予算（第３号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇

３号
令和７年度長崎市駐車場事業特
別会計補正予算（第１号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇

１号
報告

専決処分について（令和７年度長
崎市一般会計補正予算（第６号））

承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇

議１号
非核三原則の堅持を求める意見
書について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇

※賛成者は「〇」、反対者は「×」、欠席者は「欠」、除斥者は「除」、退席者は「－」と表記しています。
※議長は表決に加わらないため、「/」表記としています。

議員提出議案
　次の意見書 1件を可決し、国会及び関係行政庁
へ提出しました。
　▶非核三原則の堅持を求める意見書

一般会計補正予算（第７号）を可決

〈主な内容〉
〇長崎市民特別給付金給付事業費
・�物価高騰の影響が長期化していることから、誰もが
実感を持てる支援を行うため、全市民に対して、長
崎市独自の給付金を給付するもの。
　　対象者：令和８年１月１日時点で住民登録がある市民の方
　　給付額：市民一人当たり5千円
　　支給開始時期：令和8年3月末頃から順次

〇子育て世帯特別給付金
　・�物価高騰の影響を受けた子育て世帯を支援するた
め、長崎市独自の給付金を給付するもの。

　　　対象者：児童手当受給者のうち、令和８年１月
　　　　　　　１日時点で長崎市に住民登録がある方
　　　給付額：児童一人当たり1万円
　　　支給開始時期：令和8年2月
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●平和・観光魅力発信事業費
　 アメリカの主要メディア「New York 
Times」電子版の「2026年に訪れるべき52か
所」に長崎市が選定されたことを契機に、平
和を切り口としてより深く、幅広く長崎の平
和と観光の魅力の発信を行うことで、認知度
向上を図り、欧米豪からのインバウンドの増
加と消費の拡大を図る。

●学びの多様化推進費
　不登校児童生徒の多様な教育機会を確保す
るため、特別な教育課程を編成した「学びの多
様化学校（桜馬場中学校分教室『のぞみ教室』）」
を令和８年４月に開設する。

●若年者雇用促進費
　�若年者の地元就職・定着を図るため、地元
企業の情報や長崎で暮らす魅力を発信するな
ど、企業の積極的な採用活動を支援する。●妊娠期・乳児期家事代行サービス事業費

　�妊婦がいる家庭及び乳児を養育する家庭を
対象に、妊娠期から乳児が1歳の誕生日を迎
える前日までの間、最大6回を上限に家事代
行サービスにかかる費用を助成する。
（自己負担額　500円/回、1回2時間程度） ●GX推進事業費

　�地場事業者の産業競争力強化を図るため、
啓発セミナーにより市内企業内でのGXによる
脱炭素経営の認知や理解を促進し機運醸成を
図るとともに、伴走支援により脱炭素経営に取
り組むリーディング企業を創出する。

●指定避難所等空調設備整備計画策定費
　�指定避難所等（市立学校屋内運動場）への空調
設備導入に向けた基本設計を作成するため、指定
避難所等空調設備整備計画を策定する。

総額2,275億6,000万円の令和８年度一般会計当初予算を可決
〈主な新規・拡大事業等〉

当初予算の詳細はこちら▶

●こどもインフルエンザ予防接種費
　こどもの季節性インフルエンザ予防接種に要
する費用の一部を助成することにより、こども
の疾病の発症、重症化及びまん延を防止する
とともに、子育て家庭の経済的負担を軽減する
もの。令和8年度から助成対象者を中学生まで
拡大して実施する。
  対象者：生後6か月～中学生
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7号 令和7年度長崎市一般会計補正予算
（第10号）

原案 
可決 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇

13号 令和8年度長崎市一般会計予算 原案 
可決 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇

15号 令和8年度長崎市国民健康保険事業
特別会計予算

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

18号 令和8年度長崎市駐車場事業特別会
計予算

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

21号 令和8年度長崎市介護保険事業特別
会計予算

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

23号 令和8年度長崎市後期高齢者医療事
業特別会計予算

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

25号 令和8年度長崎市水道事業会計予算 原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

26号 令和8年度長崎市下水道事業会計予算 原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

27号 長崎市特定乳児等通園支援事業の
運営に関する基準を定める条例

原案 
可決 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇

29号 長崎市附属機関に関する条例の一
部を改正する条例

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

30号 市長及び副市長の給与に関する条
例等の一部を改正する条例

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇

32号 長崎市宿泊税条例の一部を改正する条例 原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇

34号 長崎市立中学校条例の一部を改正する条例 原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

35号 長崎市学校給食共同調理場条例の
一部を改正する条例

原案 
可決 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇

36号
長崎市立保育所条例及び長崎市立
認定こども園長崎幼稚園条例の一
部を改正する条例

原案 
可決 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇

２月定例会の議決結果 ※賛否が分かれた議案について、各議員の賛否を掲載しています。
※賛成者は「〇」、反対者は「×」、欠席者は「欠」、除斥者は「除」、退席者は「－」と表記しています。
※議長は表決に加わらないため、「/」表記としています。

4号 固定資産評価員の選任について 37号 長崎市健康づくりセンター条例の一部を改正する条例

5号 人権擁護委員の候補者の推薦について 38号 長崎市体育館条例の一部を改正する条例

6号 令和７年度長崎市一般会計補正予算（第９号） 39号 長崎市水道事業給水条例の一部を改正する条例

8号 令和７年度長崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 40号 長崎市火災予防条例の一部を改正する条例

9号 令和７年度長崎市土地取得特別会計補正予算（第１号） 41号 過疎地域持続的発展市町村計画について

10号 令和７年度長崎市駐車場事業特別会計補正予算（第２号） 42号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について（高島辺地）

11号 令和７年度長崎市水道事業会計補正予算（第３号） 43号 市道路線の認定について（認定１１件）

12号 令和７年度長崎市下水道事業会計補正予算（第３号） 44号 工事の請負契約の一部変更について（日見大曲・宿町団地第１期整備事業）

14号 令和８年度長崎市観光施設事業特別会計予算 45号 訴えの提起について

16号 令和８年度長崎市土地取得特別会計予算 46号 公の施設の指定管理者の指定について（長崎市古賀地区市民センター）

17号 令和８年度長崎市中央卸売市場事業特別会計予算 47号 包括外部監査契約の締結について

19号 令和８年度長崎市財産区特別会計予算 48号 長崎市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例

20号 令和８年度長崎市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算 49号 長崎市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備
及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

22号 令和８年度長崎市診療所事業特別会計予算 50号 長崎市幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認
定の要件を定める条例の一部を改正する条例

24号 令和８年度長崎市立病院機構病院事業債管理特別会計予算 51号 令和7年度長崎市一般会計補正予算（第１１号）

28号 長崎市公告式条例等の一部を改正する条例 52号 令和8年度長崎市一般会計補正予算（第１号）

31号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 2号報告 専決処分について（令和7年度長崎市一般会計補正予算（第８号））

33号 長崎市手数料条例の一部を改正する条例

2月定例会に提出された議案のうち異議なく可決されたものは以下のとおり。

議案の詳細はホームページでご覧になれます。
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  農林水産業費において、イノシシやシカ等の有害鳥
獣による農作物及び生活環境への被害を防ぐための
有害鳥獣対策費が計上されました。
　委員会では、既に設置しているワイヤーメッシュ柵
の維持補修の在り方、広域防護柵を設置する候補地や
優先順位の考え方と、今後、ニーズに合わせて候補地
を見直す考え、今後の防護対策の方向性について質

すなど、慎重に審査しました。
　その結果、有害鳥獣対策事業は、１億円以上の一般
財源を投じる事業であることから、常に費用対効果を
意識し、他部局と連携しながら取り組んでほしいとの
要望を付した賛成意見が出され、採決の結果、賛成多
数で原案を可決しました。

環境経済委員会　　令和８年度長崎市一般会計予算（環境経済委員会所管部分）を可決

　令和８年度長崎市一般会計予算（建設水道委員会所管部分）を可決建設水道委員会
  土木費において、都市構造再編集中支援事業費補助
金を活用し、交通環境の改善及び歩行者の安全性の確
保等を図るための【補助】都市構造再編事業費が計上
されました。
　委員会では、大黒町恵美須町線について、工事の遅
れにより今後の市の負担が増えることが想定される
ことから、長崎中央郵便局の早期移転に向けた協議状
況、同路線において、今後、買い戻しが必要となる土

地の割合と買い戻す時期について質すなど、慎重に
審査しました。
　その結果、令和８年度予算については、戦略的収支
改善によって事務事業の大幅な見直しが行われること
から、縮小する事業のうち、市民生活に直接影響があ
るものについては、既定予算の中で工夫を凝らしなが
ら予算を執行してほしいなどの要望を付した賛成意見
が出され、異議なく原案を可決しました。

  教育費において、令和９年度までに休日の部活動を
完全に地域へ展開することを目指すための中学校部
活動地域展開・地域連携費が計上されました。
　委員会では、確実に部活動の地域展開を進めるため
の体制整備の在り方、活動費や道具代など実際の費用
負担を踏まえた補助制度の見直しを検討する考えに

ついて質すなど、慎重に審査しました。
　その結果、中学校部活動の地域展開に伴い保護者の
送迎負担や交通費負担が生じる課題があり、生徒の部
活動の機会確保のために実態の把握と支援策の検討を
してほしいとの要望を付した賛成意見が出され、採決
の結果、賛成多数で原案を可決しました。

　�令和８年度長崎市一般会計予算（教育厚生委員会所管部分）を可決教育厚生委員会

  消防費において、近年の気温上昇に伴う熱中症対策
が喫緊の課題であることから、指定避難所に指定され
ている市立学校をはじめとする屋内運動場への空調
設備の整備計画を策定するための指定避難所等空調
設備整備計画策定費が計上されました。
　委員会では、空調設備を整備するに当たり空調効果
を高めるための断熱性確保対策を行っていく考え、市
立小中学校以外の深堀体育館など指定避難所となっ

ている他の屋内運動場の優先順位、地場の中小規模
事業者への受注機会を確保するための取組について質
すなど慎重に審査しました。
　その結果、各事業の進捗管理においては、適宜実態
把握するとともに、人口減少対策や地域経済の活性化
につながるよう全庁一丸となって着実な事業の推進に
努めてほしいなどの要望を付した賛成意見が出され、
採決の結果、賛成多数で原案を可決しました。

　�令和８年度長崎市一般会計予算（総務委員会所管部分）を可決総務委員会
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本
市
の
令
和
６
年
度
の
経
常
収
支
比
率

は
98.8
％
と
中
核
市
の
中
で
５
番
目
に
高
く
、

財
政
の
硬
直
化
が
課
題
で
あ
る
が
、
市
長
任

期
最
終
年
度
で
あ
る
令
和
８
年
度
の
予
算
編

成
方
針
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
こ
れ
ま
で

の
成
果
を
伺
い
た
い
。

	

令
和
８
年
度
予
算
編
成
で
は
、
全
事
務

事
業
の
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
抜
本
的
見
直
し
等

に
取
り
組
み
、
13
億
円
の
収
支
改
善
を
行
っ

た
。
依
然
と
し
て
財
政
状
況
は
厳
し
い
が
、

市
民
の
皆
様
が
効
果
を
実
感
で
き
る
施
策
に

重
点
的
に
予
算
を
配
分
し
た
。
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
は
、
企
業
誘
致
や
人
材
確
保
へ
の

支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
第
２
子
以
降

の
保
育
料
無
償
化
や
病
児
・
病
後
児
保
育
受

入
施
設
の
拡
大
な
ど
子
育
て
支
援
の
拡
充
を

行
っ
て
き
た
。
転
出
超
過
は
令
和
４
年
の
1,530

人
か
ら
令
和
７
年
に
は
728
人
ま
で
減
少
し
た
。

任
期
最
終
年
度
の
令
和
８
年
度
も
、
転
入
超

過
の
実
現
と
自
然
減
の
改
善
を
目
指
し
、
取

組
を
進
め
て
い
く
。

市
長
任
期
最
終
年
度
の
当
初
予
算

編
成
と
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問問答

自
民
創
生

吉
原
　
孝

会
派
代
表
質
問

	

本
市
で
は
若
年
女
性
の
転
出
が
多
く
、

少
子
化
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
な
ぜ
転
出
が
多
い
の
か
。
ま
た
、

若
年
女
性
が
定
住
し
た
く
な
る
ま
ち
に
す
る

た
め
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	
本
市
は
20
代
か
ら
30
代
の
若
い
世
代
の

転
出
超
過
が
男
女
と
も
に
多
く
、
大
学
進
学

や
就
職
、
転
職
が
主
な
理
由
で
あ
る
。
女
性

の
転
出
超
過
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
魅
力

的
な
雇
用
や
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
が
重

要
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
長
崎
駅
周
辺
の
再

開
発
や
企
業
誘
致
等
に
よ
る
新
た
な
雇
用
の

創
出
、
女
性
管
理
職
育
成
支
援
等
の
働
き
方

の
支
援
、
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
に

よ
る
子
育
て
支
援
等
を
推
進
し
て
い
る
。
ま

た
、
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
等
に
根

差
し
た
社
会
慣
行
も
転
出
超
過
の
要
因
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
講
座
の
実
施
や
情
報
発
信
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
女
性
の
転
出
超
過

の
抑
制
を
図
り
た
い
。

若
年
女
性
の
転
出
超
過

問問答

市
民
ク
ラ
ブ

池
田
　
章
子

	

地
籍
調
査
で
、
土
地
の
境
界
が
確
定
さ

れ
て
い
な
い
「
筆
界
未
定
」
と
な
っ
た
土
地

に
つ
い
て
、
地
権
者
が
筆
界
未
定
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
い
場
合
が
あ
り
、
問
題
と
考
え

て
い
る
が
、
市
は
地
権
者
へ
の
周
知
に
つ
い

て
改
善
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
地

権
者
が
筆
界
未
定
を
解
消
し
た
い
場
合
に
、

市
は
何
ら
か
の
情
報
提
供
が
で
き
る
の
か
。

	

本
市
で
は
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
調
査

結
果
を
２０
日
間
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
と
と

も
に
、
閲
覧
が
難
し
い
方
に
は
郵
送
対
応
も

行
っ
て
い
る
が
、
土
地
所
有
者
が
筆
界
未
定

の
認
識
が
な
い
ま
ま
調
査
完
了
す
る
場
合
が

あ
る
。
今
後
は
、
土
地
所
有
者
全
員
に
送
付

す
る
閲
覧
実
施
の
案
内
文
書
に
土
地
の
調
査

結
果
資
料
を
同
封
す
る
な
ど
改
善
に
努
め
て

い
き
た
い
。
な
お
、
筆
界
未
定
に
つ
い
て
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
個
人
情
報

保
護
に
配
慮
し
な
が
ら
、
筆
界
未
定
の
原
因

や
地
番
等
で
き
る
限
り
の
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。

地
籍
調
査
に
お
け
る
筆
界
未
定

問問答

新
政
ミ
ラ
イ

毎
熊
　
政
直

	

核
兵
器
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
の
緊
張
を

受
け
、
非
核
三
原
則
に
係
る
様
々
な
言
説
が

見
受
け
ら
れ
る
中
、
市
は
そ
の
堅
持
を
政
府

に
求
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
若
い
世
代
が
非
核

三
原
則
へ
の
理
解
を
深
め
る
上
で
は
、
被
爆

の
実
相
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
平

和
首
長
会
議
で
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

	

安
全
保
障
政
策
は
国
の
専
管
事
項
で
あ

り
、
国
政
の
場
で
の
議
論
が
必
要
だ
が
、
長

崎
市
と
し
て
非
核
三
原
則
の
堅
持
を
求
め
る

立
場
は
い
か
な
る
場
合
に
あ
っ
て
も
一
貫
し

て
変
わ
ら
な
い
。
政
府
と
し
て
は
非
核
三
原

則
を
堅
持
し
て
い
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て

い
る
た
め
、
現
在
働
き
か
け
を
行
う
考
え
は

な
い
が
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。
ま

た
、
平
和
首
長
会
議
に
お
い
て
は
、「
被
爆

の
実
相
と
核
兵
器
の
非
人
道
性
へ
の
理
解
の

促
進
」
を
重
点
的
取
組
に
掲
げ
て
お
り
、
加

盟
都
市
全
体
で
次
世
代
に
伝
え
る
取
組
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

非
核
三
原
則
の
堅
持
へ
の
取
組

問問答

公
明
党

向
山
　
宗
子
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市
長
は
令
和
７
年
の
記
者
会
見
で
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

関
係
者
と
連
携
し
て
検
討
し
た
い
と
述
べ
て

い
る
。
延
伸
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
る
と
思

う
が
、
関
係
者
と
の
協
議
に
よ
る
課
題
解
決

へ
の
取
組
を
期
待
し
て
い
る
。
協
議
の
進
捗

を
伺
い
た
い
。

	

延
伸
に
は
、
大
型
鉄
塔
の
新
設
、
地
権

者
と
の
調
整
、
高
額
な
事
業
費
、
山
頂
展
望

台
周
辺
の
拡
幅
の
制
約
等
の
課
題
が
あ
る
た

め
、
現
時
点
で
は
短
期
的
に
は
難
し
い
と
判

断
し
て
い
る
。
既
存
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
施
設

は
、
少
な
く
と
も
令
和
15
年
度
ま
で
鉄
塔
の

安
全
性
を
確
認
し
て
い
る
が
、
今
後
の
在
り

方
を
市
と
し
て
方
針
決
定
す
る
た
め
、
改
め

て
令
和
10
年
度
に
鉄
塔
の
安
全
性
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
今
後
、
鉄
塔
の
安
全
性
の
再
調
査
結
果

を
考
慮
し
な
が
ら
、
方
針
決
定
に
向
け
た
検

討
の
過
程
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
整

理
を
踏
ま
え
つ
つ
、
関
係
者
と
の
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
へ
の

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
延
伸

問問答

	

令
和
８
年
度
に
指
定
避
難
所
を
含
む
小

中
学
校
の
屋
内
運
動
場
へ
の
空
調
整
備
計
画

が
策
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
計
画
を
も
と

に
整
備
が
進
ん
で
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

着
手
時
期
や
整
備
の
優
先
順
位
、
発
注
方
法

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

空
調
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和

９
年
度
か
ら
着
手
し
、
令
和
14
年
度
ま
で
に

完
了
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
そ
の
優
先
順

位
は
、
指
定
避
難
所
、
指
定
避
難
所
以
外
の

中
学
校
体
育
館
、
小
学
校
体
育
館
、
中
学
校

及
び
高
等
学
校
の
武
道
場
の
順
と
し
て
い
る
。

指
定
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
拠
点
避
難
所
に

指
定
す
る
２
箇
所
の
小
学
校
体
育
館
を
最
優

先
と
し
、
そ
の
他
の
避
難
所
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
開
設
実
績
等
に
応
じ
、
順
次
整

備
す
る
方
針
で
あ
る
。ま
た
、発
注
に
当
た
っ

て
は
、
地
元
の
中
小
規
模
事
業
者
の
参
入
に

配
慮
し
た
要
件
を
設
け
る
な
ど
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
寄
与
で
き
る
手
法
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

公
立
小
中
学
校
屋
内
運
動
場
へ
の

空
調
設
備
の
設
置

問問答

新
政
ミ
ラ
イ

平
野
　
剛

市
民
ク
ラ
ブ

中
山
　
大

個
人
質
問

	

高
齢
者
交
通
費
助
成
を
見
直
す
方
針
が

示
さ
れ
た
。
物
価
高
等
で
高
齢
者
を
取
り
巻

く
環
境
は
悪
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
助
成

を
維
持
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

	

高
齢
者
交
通
費
助
成
事
業
は
、
介
護
予

防
と
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
目
的
と
し
て
、

７０
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
年
間
5,000
円
程
度
の

交
通
費
を
助
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
事

業
は
「
い
き
い
き
長
寿
社
会
基
金
」
を
一
部

取
り
崩
し
て
実
施
し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
は
、
基
金
枯
渇
後
の
継
続
は
困

難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
令
和
11
年
度
か
ら

本
事
業
を
廃
止
し
、
有
利
な
財
源
を
利
用
し

て
、
新
た
に
日
常
生
活
や
社
会
参
加
と
い
っ

た
活
動
に
よ
り
交
通
費
助
成
と
同
程
度
の
助

成
を
受
け
ら
れ
る
、
持
続
可
能
で
効
果
的
な

事
業
に
転
換
す
る
方
針
で
あ
る
。
今
回
の
見

直
し
は
、
単
な
る
廃
止
で
は
な
く
、
よ
り
よ

い
介
護
予
防
事
業
へ
の
見
直
し
と
し
て
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

高
齢
者
交
通
費
助
成

問問答

日
本
共
産
党

大
石 

ふ
み
き

	

宿
泊
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
訪
問
客

だ
け
で
な
く
、
市
民
も
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら

れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
観
光
客
が

来
崎
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
を
市
民
が
実
感

で
き
る
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
海
外
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
宿
泊
税
を
活
用
す
る
考
え
は
な
い

か
伺
い
た
い
。

	

宿
泊
税
は
、
基
本
的
に
訪
問
客
の
利
便

性
や
再
訪
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
に

活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

路
面
電
車
に
お
け
る
タ
ッ
チ
決
済
の
導
入
等

は
宿
泊
税
を
活
用
し
た
事
業
で
あ
る
が
、
訪

問
客
の
み
な
ら
ず
市
民
の
利
便
性
向
上
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。
な
お
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘

致
に
つ
い
て
も
、
宿
泊
税
を
活
用
し
た
欧
米

豪
市
場
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
し

て
い
る
。
今
後
も
宿
泊
税
の
活
用
状
況
に
つ

い
て
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く
周
知
し
て
い

き
た
い
。

宿
泊
税
の
使
途

問問答

自
民
創
生

山
﨑
　
猛
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長
崎
市
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

紙
の
「
２０２６
年
に
訪
れ
る
べ
き
52
か
所
」
に
選

定
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
市
の
観
光
客
誘
致
に

と
っ
て
好
機
と
考
え
る
が
、
こ
の
機
を
捉
え

た
取
組
に
つ
い
て
予
算
編
成
も
含
め
伺
い
た

い
。

	

今
回
の
報
道
は
、
被
爆
地
と
し
て
平
和

を
発
信
し
て
き
た
歩
み
や
海
外
交
流
の
中
で

育
ま
れ
た
文
化
な
ど
が
高
い
関
心
を
集
め
た

も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
を
一
過
性
で
終
わ
ら

せ
ず
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
向
上
と
持
続
的
な
誘

客
に
つ
な
げ
る
た
め
、
令
和
８
年
度
は
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
を
行
う
た
め
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
国
内
外
の
メ

デ
ィ
ア
等
を
招
聘
し
て
平
和
学
習
や
教
会
群

な
ど
多
面
的
な
魅
力
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
、

情
報
拡
散
と
認
知
度
向
上
を
図
り
た
い
。
特

に
、
欧
米
豪
市
場
を
意
識
し
、
ス
ト
ー
リ
ー

性
を
重
視
し
て
発
信
す
る
と
と
も
に
、
国
際

会
議
の
機
会
に
市
長
に
よ
る
現
地
で
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
、
長
崎
の
平
和
理
念

と
国
際
性
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
、
観
光

振
興
と
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
つ
な
げ
た

い
。 ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の
報
道
を

受
け
た
本
市
の
観
光
行
政
に
お
け
る
対
応

問問答

自
民
創
生

浅
田
　
真
五

	

平
和
公
園
電
停
か
ら
原
爆
資
料
館
ま
で

の
一
部
の
区
間
に
お
い
て
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
。
平
和

公
園
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
令
和
８
年
度
末

ま
で
に
改
修
さ
れ
る
こ
と
に
あ
わ
せ
、
平
和

公
園
内
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
導
入
し
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

	

平
和
公
園
交
番
前
か
ら
原
爆
資
料
館
に

上
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て

は
、
歩
道
幅
員
が
狭
く
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

連
続
性
が
確
保
で
き
て
い
な
い
。
一
方
で
、

隣
接
す
る
平
和
公
園
内
の
下
の
川
沿
い
の
通

路
は
、
幅
員
が
２
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
歩
行
者

の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
も
代
替
経
路
と
し

て
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
関
係
団
体

等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

の
設
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

平
和
公
園
内
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置

問問答

公
明
党

久
　
八
寸
志

	

本
市
の
重
要
な
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
長

崎
べ
っ
甲
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
規
制
に

よ
る
原
材
料
不
足
や
職
人
の
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
に
直
面
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
長
崎

市
べ
っ
甲
工
芸
館
の
閉
館
が
決
定
さ
れ
る
な

ど
、
文
化
の
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
本
市
の
べ
っ
甲
に
対
す
る
考
え
と
、

工
芸
館
の
展
示
品
の
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

	

長
崎
べ
っ
甲
は
300
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
伝
統
工
芸
で
、
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
登

録
さ
れ
て
お
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
規
制

後
も
既
存
の
在
庫
を
活
用
し
て
技
法
が
守
ら

れ
て
き
た
。
本
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
て
登
録
す
る
ほ
か
、
Ｂ
リ
ー
グ

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
の
副
賞
と
し
て
べ
っ

甲
の
ブ
ロ
ー
チ
を
選
定
す
る
な
ど
、
市
内
外

へ
の
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
な
お
、
閉

館
予
定
の
長
崎
市
べ
っ
甲
工
芸
館
の
展
示
品

は
平
和
会
館
内
の
歴
史
民
俗
資
料
館
に
移
設

し
、
長
崎
の
歴
史
文
化
を
伝
え
る
資
料
と
し

て
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

べ
っ
甲
文
化
の
継
承

問問答

自
民
創
生

竹
田
　
雄
亮

	

今
年
１
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
病

児
・
病
後
児
保
育
の
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
利
用
状
況
と
課
題
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、

施
設
の
相
互
利
用
に
向
け
た
近
隣
自
治
体
と

の
広
域
連
携
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

今
年
１
月
に
24
時
間
ウ
ェ
ブ
で
い
つ
で

も
予
約
が
で
き
る
病
児
保
育
予
約
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
結
果
、
利
用
登
録
件
数
は
1,774
件
、

月
間
利
用
件
数
は
699
件
で
、
前
年
同
時
期
と

比
べ
2.5
倍
超
と
な
っ
た
。
今
後
は
不
慣
れ
な

保
護
者
へ
の
利
用
方
法
の
周
知
を
進
め
利
用

促
進
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、
長
与
町
・
時

津
町
と
の
広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
３
市
町

に
よ
る
協
議
を
昨
年
開
催
し
課
題
の
洗
い
出

し
な
ど
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
各
自
治

体
で
制
度
の
違
い
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
協

議
を
継
続
し
て
い
く
が
、
予
約
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
り
本
市
の
病
児
保
育
の
利
用
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
点
も
踏
ま
え

今
後
の
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

病
児
・
病
後
児
保
育

問問答

新
政
ミ
ラ
イ

高
橋
　
佳
子
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教えて！バテイさん ～一般質問とは～
　定例会の本会議では、市長から議案の提案等が行われるほか、議員による一般質問が行わ

れます。

　一般質問とは、議員が市に対して、議案と関係なく、市の仕事や将来の方針などについて

行う質問のことです。また、会派を代表して行う一般質問を代表質問、一議員として行うも

のを個人質問といいます。

　議員は、市が行う子育て支援、福祉、観光、教育等の取り組み内容や問題点に関し、幅広

く質問することができます。これに対し、市は今後の事業の進め方や問題解決のための考え

方を答えます。このやりとりは、市民の代表である議員が市の考え方をチェックし、市民の

思いを市民サービスに反映させるという大切な役目を果たしています。

　どの議員がいつ、どのようなことを質問するのかは、定例会招集日の翌営業日の午後5時

から長崎市議会ホームページや長崎市議会事務局Facebookでもお知らせしています。

　皆さんの身近な生活に関することや、興味関心があることについての一般質問もあると思

いますので、ぜひチェックしてみてください！

	

物
価
や
人
件
費
が
上
昇
す
る
中
、
適
正

な
価
格
転
嫁
は
産
業
の
育
成
と
働
き
や
す
い

環
境
の
整
備
に
不
可
欠
で
あ
る
が
、
本
市
の

廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
に
お
け
る
対
応
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

	

令
和
６
年
に
環
境
省
か
ら
、
一
般
廃
棄

物
処
理
業
務
に
お
け
る
労
務
費
の
適
切
な
転

嫁
に
関
す
る
通
知
が
な
さ
れ
て
お
り
、
関
係

部
局
と
内
容
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
業
務

委
託
の
積
算
で
は
適
切
な
業
務
量
と
人
件
費

を
見
込
み
、
予
定
価
格
を
作
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
者
へ
の
対
応
と
し
て
、
法
の
規

定
を
踏
ま
え
、
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の

一
部
改
定
を
行
う
と
と
も
に
、
公
定
料
金
変

更
に
伴
う
契
約
変
更
な
ど
の
対
応
も
行
っ
て

い
る
。
労
務
費
等
の
契
約
変
更
の
条
項
追
加

に
つ
い
て
は
、
価
格
転
嫁
へ
の
対
応
が
よ
り

円
滑
か
つ
公
正
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
適
切

な
方
策
に
つ
い
て
関
係
部
局
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。

一
般
廃
棄
物
処
理
業
務
に
お
け
る

労
務
費
の
価
格
転
嫁
の
在
り
方

問問答

	

全
国
的
に
林
野
火
災
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
本
市
で
も
火
災
予
防
条
例
が

改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
火
災
予
防
の

実
効
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
市
民
へ

の
広
報
・
周
知
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

	
本
市
で
は
、
令
和
８
年
か
ら
林
野
火
災

注
意
報
・
警
報
の
運
用
を
開
始
し
、
火
の
使

用
制
限
を
行
っ
て
い
る
。
主
な
出
火
原
因
は

火
の
不
始
末
な
ど
の
人
為
的
な
も
の
で
あ
り
、

実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
事
前
に
市
民
に
対

し
火
の
制
限
や
罰
則
に
つ
い
て
周
知
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
市
で
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や
広
報
な
が
さ
き
で
の
周
知
、
林

業
・
農
業
関
係
団
体
等
へ
の
説
明
、
登
山
道

等
へ
の
チ
ラ
シ
の
掲
示
を
行
う
と
と
も
に
、

警
報
発
令
時
は
防
災
行
政
無
線
や
市
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
に
よ
る
注
意
喚
起
、
た
き
火
な
ど

の
届
出
者
へ
の
指
導
や
消

防
車
両
に
よ
る
巡
回
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
火

の
取
扱
い
の
危
険
性
を
十

分
周
知
し
、
林
野
火
災
予

防
を
強
化
し
て
い
く
。

林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
に
係
る

市
民
へ
の
広
報
・
周
知

問問答

公
明
党

林
　
広
文

市
民
ク
ラ
ブ

梅
原
　
和
喜
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　特定の重要な事項を集中的に話し合うため、以下の3委員会が令和7年3月に設置され、本年2月定例会で調
査結果の報告を行いました。※各特別委員会の調査報告書（まとめ）は各QRコードからご覧になれます。

旧合併町活性化対策特別委員会
◎地域の特徴を生かしながら旧合併地区の活性化に
取り組むことを要望
　平成17年及び18年の合併から20年が経過し、人
口減少や産業の衰退など環境が大きく変化する中
で、旧合併町の現状を把握し、各地域の特徴を生
かしたまちづくりのための調査を行い、連合自治
会長等と意見交換を行いました。
　主な結果として、地域公共交通対策では、バス
事業者との協議の場を設けることや公共交通の専
門家の活用、また、公共ライドシェア等の導入に
あたっては、各地域の実情に合った手法を導入す

ることなどを要望しました。
　次に、農水産業の振興については、担い手を増
やすため、若者等が新しい取組にチャレンジでき
るような方策や所得を向上させる施策の推進、第1
次産業から第６次産業をつなげ市場拡大を図るこ
と、また、有害鳥獣対策の充実などを求めました。
　最後に、地域づくりの推進について、自治会や
地域コミュニティ連絡協議会の活動に対する財政
的な支援や、国の交付金を活用した郵便局への行
政業務の一部委託、地域おこし協力隊の増員やサ
ポート、買物支援など、地域住民と協力し
て、旧合併町が活性化する対策を講じてい
くことを要望しました。

官民連携在り方検討特別委員会
◎庁内外で連携しながら官民連携をより一層推進し、
本市の社会・地域課題の解決に努めることを要望
　近年、民間活力を生かした課題解決の重要性が
高まっていることから、新たな価値の創出や社会
課題・地域課題の解決につながる官民連携の在り
方について調査を行うとともに、関係者と意見交
換を行いました。
　主な結果として、市が開設した官民連携総合窓
口において、一つひとつの提案に対し迅速かつき
め細やかな対応を行い、連携事例を積み重ねると
ともに、多くの企業の関心が集まるよう周知に取
り組むことを要望しました。

　また、職員に対しては、研修等で官民連携の意
識の向上に努めるとともに、多くの職員を民間企
業に派遣し、民間のスピード感や知恵などを取り
入れることで、職員のスキルアップを図ることを
要望しました。
　次に、指定管理者制度を含む民間等への業務の
委託については、事業者が意欲を高められるよう
寄り添った対応に努めるとともに、事業に係る職
員の見識を高めた上で、適切なモニタリング等に
臨むことを要望しました。
　最後に、官民連携指針の策定に当たっては、現
場の課題や意見を抽出・反映し、より実効
性が高いものになるよう要望しました。

長崎港活性化対策特別委員会
◎長崎港全体の活性化に向けて、関係者が連携して
一体的に取り組むことを要望
　長崎港の活性化を通じた地域の発展を促進する
ため、長崎港周辺の施設整備、貿易、観光及びカー
ボンニュートラルの現状と課題を調査し、関係者
と意見交換を行いました。
　主な結果として、国際観光船埠頭の２バース化
を早期に実現することや、物価高騰の影響を踏ま
えた事業費負担の抑制に努めることを要望しまし
た。あわせて、観光客が市中心部や主要観光地へ
効率的に移動できる交通手段の検討を求めました。
　貿易の活性化については、貨物取扱量減少の詳

細な分析と経済効果の算出に基づき、具体的な数
値目標を設定して施策に取り組むことを要望しま
した。
　次に、クルーズ船受入態勢の強化については、
観光消費動向の分析、周辺他都市との連携、商店
街活性化を要望しました。また、洋上風力発電の
推進に伴う関連産業の振興及び陸電供給の整備に
よるカーボンニュートラルポートの実現を要望し
ました。
　最後に、県・市・民間事業者が一体的に連携す
るため、市民や事業者の総合窓口機能を持った協
議体を設置し、市が協議体に主体的に関与
することで、長崎港と市全体の活性化につ
なげていくことを要望しました。
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五十音順、◎印は委員長、〇印は副委員長

特 別 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

＜旧合併町活性化対策＞ ＜官民連携在り方検討＞ ＜長崎港活性化対策＞
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総務委員会

（財政、税、市民生活など）

◎平　たけし 〇山下巌記

岩永敏博 武次良治 中里泰則 中西敦信

中山　大 永尾春文 森きょうへい 吉原　孝

教育厚生委員会　

（教育、福祉、子育てなど）

環境経済委員会　

（環境、商工、観光、
　水産農林など）

建設水道委員会　

（都市計画、土木、
　上下水道など）

◎竹田雄亮 〇高橋佳子

池田章子 五輪清隆 梅本けいすけ 澤㔟みずき

向山宗子 山﨑　猛山口まさよし

◎木森俊也 〇浅田真五

阿部のぞみ 井上重久 梅原和喜 梅元建治

大石ふみき 筒井正興 福澤照充 毎熊政直

◎林　広文 〇山口たかゆき

相川和彦 柿田　正 都留かすみ 野口達也

久　八寸志 平野　剛 山谷よしひろ

山本信幸

＜市有財産利活用＞

◎	山谷よしひろ	 ○	浅田　真五

	 相川　和彦	 	 梅原　和喜

	 大石ふみき	 	 都留かすみ

	 永尾　春文	 	 野口　達也

	 林　　 広文	 	 毎熊　政直

＜観光まちづくり＞

◎	梅元　建治	 ○	山本　信幸

	 池田　章子	 	 五輪　清隆

	 平　たけし	 	 高橋　佳子

	 竹田　雄亮	 	 筒井　正興

	 向山　宗子	 	 山﨑　　猛

＜まちなか整備 ・にぎわい創出＞

◎	森きょうへい	 ○	山口たかゆき

	 梅本けいすけ	 	 木森　俊也　 

	 武次　良治	 	 中里　泰則

	 中西　敦信	 	 久　八寸志

	 山下　巌記	 	 吉原　　孝

特　別　委　員　会

◎ 中山　　大　　　○ 阿部　のぞみ　　　井上　重久　　　柿田　　正　　　澤㔟　みずき　　　平野　　剛　　　福澤　照充

議　会　運　営　委　員　会
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〇本会議や委員会は、どなたでも傍聴することができます。
　　傍聴をご希望の方は、本会議は６階受付、委員会は５階の議会事務局まで
　お越しください。

　傍聴席には車椅子利用者用の傍聴ス
ペースを設けています。受付では補聴援
助機器の貸出しも行っています。
　そのほか、親子連れで傍聴できる特別傍聴席やベビーケアルームもございます。

〇長崎市議会の情報を発信しています。
　　長崎市議会ホームページでは、様々な議会の情報を
　発信しています。
　▶会議録
　　トップページの「会議録検索」バナーから、本会議
　や委員会(常任・特別）の会議録を閲覧できます。
　▶議案書・各委員会資料
　　定例会議決結果一覧から閲覧できます。
　▶教えて！バテイさん～３分でわかる議会のしくみ～
  　 「簡単で読みやすく、わかりやすい」をコンセプトに、 
　議会についての「？」を解説しており、トップページの
　バナーから閲覧できます。
　▶本会議中継
　　本会議は長崎ケーブルメディア(12ch)で生中継しているほか、議会中継のリンクからも
　閲覧できます。また、過去の動画もホームページやYouTubeでご覧になれます。
　　なお、招集日と委員長報告を行う日の中継では、手話通訳を実施しています。

6月定例会の予定　※日程は変更となる場合があります
月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 

本会議（招集日）
12 13 14

15 16 
一般質問

17 18 19 20 21

22 
常任委員会

23 24 25 26 
特別委員会

27 28

29 30 
本会議（委員長報告等）

市議会事務局
キャラクター
「バテイさん」
長崎ハタ ver.

人　事
次の人事案件について、同意することに決定しました。
▶固定資産評価員
　石本　智哉 氏（新任）
▶人権擁護委員の候補者
　飛永　有斗 氏（再任）、　野口　将司 氏（再任）
　真島　和博 氏（新任）、　森永　　玲 氏（再任）

◀︎ベビーケアルーム

▲市庁舎6階傍聴受付

長崎市議会ホームページ

次号：令和８年8月１日発行予定


